
東北大学大学院工学研究科応用物理学専攻の小池洋二教授のグループ

は、家庭用の電子レンジを用いて加熱するだけで、最も代表的な銅酸化物

高温超伝導物質YBa2Cu3O7を合成することに成功しました。この超伝導物

質はT’型といわれる結晶構造を有します。この結晶構造を有する銅酸化物

では、しかし、本研究では、ことに初めて成功しました。この成果により、電子

注入型とホール注入型では超伝導になるメカニズムが異なると考えられてき

ましたが、統一的に理解できる可能性があり、銅酸化物における高温超伝

導のメカニズムの解明に有力な情報を与えることが期待されます。この成果

が、英文学術論文誌 Japanese Journal of Applied Physics vol.36 (1997年) 

No.10A  L1291-1293ページに掲載されました。

家庭用電子レンジで高温超伝導体
YBa2Cu3O7-δの短時間合成に成功！
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